マグリット展　　20世紀美術の巨匠、13年ぶりの大回顧展
国立新美術館　2015.03.25〜06.29　　京都市美術館　07.11〜10.12
　「ルネ・マグリット」（1898〜1967）は、ベルギーの20世紀美術を代表するシュルレアリスム（超現実主義）の国民的画家で、言葉やイメージ、時間や重力といった一般の人の思考や行動の“枠”を飛び越える独特の芸術を作り上げたため、その後のアートやデザインに多大な影響を与え高い人気を誇っている。
画伯の展覧会は、1970年代以降日本でも何度か開催され、本格的な回顧展は2002年以来13年ぶりで、「ベルギー王立美術館」「マグリット財団」の全面的な協力を得て、世界10か国以上の美術館・コレクションから「約130点」が集結し、初期〜晩年までの「マグリット芸術の変遷と魅力」を紹介する催事である。
「マグリット作品の特徴」は、事物の形象は極めて明確に表現され、筆跡をほとんど残さない古典的ともいえる描法で丁寧に仕上げられていることである。
しかし、画面に描かれている空中に浮かぶ岩、鳥の形に切り抜かれた空、指の生えた靴といった不可思議なイメージは鑑賞者を戸惑わせるものである。
これらは、画伯の言葉によれば「目に見える思考」であり、世界が本来持っている神秘（不思議）を描いたイメージとして表現したものであるとしている。
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